
 

  

 

 

 

 

  

寒さも厳しくなり、全国的にインフルエンザの流行期となりました。 

インフルエンザは感染力が強いので注意が必要です。 

高熱・関熱節痛・筋肉痛・からだのだるさ・頭痛等、ご家庭でも体調の変化にご注意

ください。 

 

○登校前の健康観察をお願いします。いつもと様子がちがう、ちょっとだるそうだなという場合

には、必ず検温をし、熱がある場合には無理をせず、登校をひか えるなどの

適切な対応をお願いします。 

 

○急性呼吸器症状（鼻水・鼻づまり・のどの痛み・せき等）を伴う３８℃以上の熱があ

る場合は、受診をお勧めします。（高熱を伴わないインフルエンザの場合もありますので注意が

必要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
運動をして

体力をつけ

よう！ 

つかれをとる

ために、ぐっす

りねむろう！ 

 

○ウィルスの多くは、手から口、鼻、目から入ってきます。 

「手洗いとうがい」をこまめにしましょう。 

 

○つかれをためないように睡眠を十分にとる、 

栄養バランスのとれた食事をし、免疫力を高めましょう。 

 

○インフルエンザウィルスは低温・低湿を好み、乾燥して 

いるとウィルスが長時間空気中にただよっています。 

乾燥時は、加湿器などで部屋の適度な湿度を保ちましょう。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
た
と
き
は
、
学
校
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。「
出
席
停
止
指
示
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

医
師
よ
り
通
学
許
可
が
出
ま
し
た
ら
、
登
校
し
て
下
さ
い
。 

欠
席
扱
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
、
休
養
し
て
下
さ
い
。 

人ごみの多い所ではマスクをしよう！！ 

バス通学の人は、かぜ予防にマスクの着用を 

おすすめします！！ 

 

ほけんしつより 
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